
【
架
替
位
置
】 

■ 

架
替
位
置
は
ど
こ
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

▼ 

こ
れ
ま
で
の
説
明
会
や
公
聴
会
に
お
い
て
、
左
記
の

と
お
り
、
第
１
案
か
ら
第
４
案
ま
で
提
示
し
て
お
り

ま
す
。
利
便
性
、
地
域
へ
の
影
響
、
景
観
、
建
設
費
、

維
持
費
等
を
考
慮
し
、
第
２
案
を
選
定
し
て
い
ま
す

が
、
代
替
案
の
人
道
橋
を
皆
様
か
ら
ご
提
案
い
た
だ

き
、
現
在
併
せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。                                       

 

 

■ 

現
況
位
置
（
第
３
案
）
の
架
設
が
妥
当
で
は
な
い
か
。 

▼ 

現
況
と
同
等
の
橋
梁
を
建
設
す
る
場
合
、
完
成
ま
で
に

は
早
く
と
も
５
年
近
く
期
間
を
要
し
、
そ
の
間
、
現
在

の
横
山
地
区
・
大
石
田
地
区
と
の
交
通
確
保
、
水
道
・

光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
切
り
回
し
等
を
考

慮
す
る
と
、
第
３
案
の
現
況
位
置
へ
の
架
替
は
困
難
と

考
え
て
い
ま
す
。 

  

               

【
大
石
田
大
橋
の
架
替
】 

■ 

な
ぜ
、
大
石
田
大
橋
の
架

替
が
必
要
な
の
か
。 

▼ 

現
在
、
最
上
川
緊
急
治
水

対
策
事
業
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
中
の
引
堤
事
業

に
お
い
て
、
大
石
田
大
橋

が
支
障
と
な
る
こ
と
、
国

土
交
通
省
指
定
の
重
要
水

防
箇
所
に
お
い
て
橋
桁
余

裕
高
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
か
ら
大
石
田
大
橋
の
架

替
を
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 

 

ま
た
、
大
石
田
大
橋
は

昭
和
６
年
に
供
用
が
開
始

さ
れ
、
現
在
92

年
が
経
過

し
て
お
り
ま
す
。
山
形
県

が
定
め
る
橋
梁
補
修
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
管

理
・
補
修
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
平
均
的
な
橋
梁
の
寿

命
は
60

年
か
ら
90

年
と

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
寿
命
か
ら
考
え
て
も

架
替
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。  

【
維
持
費
の
軽
減
】 

■ 

大
橋
は
将
来
的
に
町
へ
移
管
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
様
々
な
面
で
費
用
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。 

▼ 

施
設
が
老
朽
化
す
れ
ば
経
費
は
年
々
増
え
て
い
き
ま

す
が
、
交
付
金
や
補
助
金
を
活
用
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
心
が
け
、
長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

■ 

県
道
と
の
取
付
道
路
を
工
夫
す
れ
ば
立
体
交
差
を
解

消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

▼ 

国
で
定
め
る
道
路
構
造
令
か
ら
橋
の
高
さ
と
県
道
の

高
さ
で
勾
配
を
計
算
し
た
場
合
、
県
道
を
交
差
す
る
部

分
は
立
体
交
差
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。 

■ 

大
橋
の
交
通
量
を
調
査
し
て
み
て
は
ど
う
か
。 

▼ 

調
査
を
実
施
し
、
利
用
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。 

大
橋
の
架
替
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す 

第２案 

【約 30ｍ下流案】 

第１案 

【約 200ｍ下流案】 

第３案 

【現位置（迂回路方式）案】 
第４案 

【約 30ｍ上流案】 

【
景
観
へ
の
配
慮
】 

■ 

現
在
の
大
橋
周
辺
の
特
殊
堤
の
景
観
が
損
な
わ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

▼ 

現
在
、
大
橋
左
岸
の
展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら
大
橋
と
特

殊
堤
の
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
横
山
側
は

特
殊
堤
が
撤
去
さ
れ
展
望
ス
ペ
ー
ス
の
移
転
が
必

要
で
す
。
大
石
田
側
は
橋
梁
が
特
殊
堤
の
上
を
ま
た

ぐ
形
と
な
る
た
め
、
特
殊
堤
の
形
状
が
変
わ
る
こ
と

は
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
橋
脚
に
よ
り
見
え
に
く

い
箇
所
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
景
観
を

損
な
わ
な
い
橋
梁
の
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
設
計

を
行
う
よ
う
国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 

■ 

本
町
地
区
が
分
断
さ
れ
る
た
め
、
高
架
橋
に
し
て
は

ど
う
か
。 

▼ 

盛
土
か
ら
高
架
橋
に
し
た
場
合
、
現
橋
と
比
較
し
て

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
な
る
た
め
、
建
設
費
が
増
え
、

そ
の
増
額
分
は
町
負
担
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
維

持
管
理
費
の
増
大
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 



【
定
住
対
策
】 

■ 

事
業
に
よ
り
、
多
く
の
家
屋
移
転
が
生
じ
る
が
、
人

口
減
に
対
す
る
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。 

▼ 

町
で
は
代
替
地
登
録
制
度
の
受
付
を
開
始
し
て
お

り
、
公
共
事
業
で
移
転
対
象
に
な
る
方
へ
移
転
先
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
有
地
等
も

移
転
対
象
地
と
し
て
提
供
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

■ 

大
石
田
側
の
特
殊
堤
の
改
修
も
今
後
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。 

▼ 

管
理
は
国
土
交
通
省
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
、

調
査
点
検
を
実
施
し
、
施
設
の
修
理
整
備
を
行
っ
て

い
く
と
国
土
交
通
省
と
確
認
し
て
い
ま
す
。 

代替地登録制度 

令和５年４月から、公共事業用地取得に伴う

代替地登録制度を開始しています。 

◇代替地とは 
公共事業に必要な土地を提供いただいた方

に、その土地の代わりに提供する土地のこと。 

◆登録できる土地 

 面積が 200㎡以上の町内に所在する土地 
 ※そのほか、登録には条件がございますので、 

詳細はお問合せください。 

◇登録された土地について 
・売買をお約束するものではございません。 

・売買条件等は用地提供者と決めていただきます 

・登録された土地の管理を町では行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
】 

■ 

引
堤
で
無
く
、
特
殊
堤
構
造
と

し
、
移
転
対
象
を
減
ら
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。 

▼ 

特
殊
堤
は
度
重
な
る
洪
水
か
ら

住
民
を
守
る
た
め
、
昭
和
４０

年

か
ら
１４

年
か
け
て
両
岸
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
土
地
利

用
を
考
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

よ
る
特
殊
堤
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
が
、
国
で
定
め
る
河
川
施
設

等
構
造
令
で
は
、「
土
堤
原
則
」

を
規
定
し
て
お
り
、
一
般
論
と

し
て
、
工
事
費
用
が
比
較
的
安

価
、
材
料
取
得
及
び
修
復
が
容

易
、
劣
化
し
に
く
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
使
用
し
な
い
こ
と
で
施

工
期
間
を
短
く
で
き
る
こ
と
も

理
由
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

■ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
ど
の

ぐ
ら
い
洪
水
被
害
を
軽
減
で

き
る
の
か
。 

▼ 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
洪
水
流

量
規
模
で
あ
れ
ば
、
安
定
的
に

流
せ
る
と
国
土
交
通
省
と
確
認

し
て
い
ま
す
。 

【
水
位
の
低
下
】 

■ 

な
ぜ
、
水
位
が
低
下
す
る
の
か
。 

▼ 

水
が
流
れ
る
断
面
（
通
水
断
面
）

を
大
き
く
す
る
こ
と
で
河
川
の

水
位
は
低
下
し
ま
す
。
通
水
断

面
を
大
き
く
す
る
に
は
、
堤
防

を
外
側
に
引
く
方
法
、
堤
防
を

高
く
す
る
方
法
や
河
道
を
掘
削

す
る
方
法
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
堤
防
を
高
く
し
た

場
合
、
決
壊
し
た
際
の
氾
濫
量

が
大
き
く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
河
道
掘
削
を
実

施
す
る
に
は
、
大
石
田
大
橋
の

箇
所
は
川
幅
が
狭
い
た
め
、
橋

の
安
定
性
に
影
響
が
出
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
出
来
ず
、
比
較

的
川
幅
の
広
い
橋
の
下
流
側
で

膨
大
な
掘
削
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
検
証
し
た
結
果
、

左
岸
（
横
山
側
）
に
設
置
さ
れ

て
い
る
特
殊
堤
を
撤
去
し
、
堤

防
を
外
側
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
洪
水

と
同
等
の
流
量
を
安
全
に
流
下

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。 

水位低下のイメージ 

治水対策事業に関する方針説明会を行います 

国土交通省新庄河川事務所で検討を進めている

「大石田・横山地区の治水対策」に関する町の方針

説明会を下記のとおり開催します。 

参加を希望される方は会場にお越しください。 

■ 令和５年５月２３日（火） 

午後７時より 

■ 虹のプラザ なないろホール 

【お問い合わせ先】 

大石田町緊急治水対策連絡会議 

大石田町建設課  

治水・定住対策グループ 

   0237-35-2111（内線 243・244） 

✉ chisui@town.oishida.yamagata.jp 

 〒 999-4112 
       北村山郡大石田町緑町１番地  

大石田町公式ホームページにも治水対策 

事業に関する情報を掲載しています。 

最上川緊急治水対策事業に 

関する疑問にお答えします 

撮影：株式会社パスコ／国際航業株式会社 

５月 10日号 №③ 

mailto:chisui@town.oishida.yamagata.jp

